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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第６期
第３四半期
累計期間

第７期
第３四半期
累計期間

第６期

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日

自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日

自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日

売上高 (千円) 1,632,169 2,198,286 2,273,750

経常利益 (千円) 91,735 127,723 125,245

四半期(当期)純利益 (千円) 60,256 81,925 85,840

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 20,000 194,555 20,000

発行済株式総数 (株) 20,000 1,215,600 20,000

純資産額 (千円) 170,205 626,826 195,790

総資産額 (千円) 578,932 1,147,615 683,104

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 60.26 71.24 85.84

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 63.95 ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.40 54.62 28.66
 

 

回次
第６期
第３四半期
会計期間

第７期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 28.31 26.86
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(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．平成29年10月16日開催の取締役会決議により、平成29年11月２日付で普通株式１株につき50株の株式分割を

行っております。第６期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期(当期)純利益金額

を算出しております。

５．当社は、平成29年12月19日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第７期第３四半期累計期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期会計期間末までの平均株価を期

中平均株価とみなして算定しております。

６．第６期第３四半期累計期間及び第６期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権

の残高はありますが、第６期においては、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんの

で記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に、緩やかな回復基調で推移し

ましたが、米国の保護主義的な政策による貿易摩擦の懸念等により先行きは不透明な状況となっております。

この様な景気の緩やかな回復基調、人材不足及び働き方改革を背景に、当社のプロフェッショナル人材向けサー

ビス事業は、多種多様な事業会社を中心に新規受注を拡大して、引き続き事業活動を推進してまいりました。新し

いサービスとして、医療・ヘルスケア産業におけるIT導入や新規事業の企画等を目的とした案件を受注し、プロ

フェッショナル人材を選定し、サービスの提供する医療系プロフェッショナル人材に特化したマッチングサービス

「ヘルスケアプロフェッショナルズ.jp」を開始しております。また、主要サービスである「FreeConsultant.jp」

の登録人数が7,100名を突破しました（平成30年６月末時点）。

これらの結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高2,198,286千円（前年同期比34.7％増）、営業利益

127,389千円（前年同期比39.4％増）、経常利益127,723千円（前年同期比39.2％増）、四半期純利益81,925千円

（前年同期比36.0％増）となりました。

なお、当社は、プロフェッショナル人材向けサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は

しておりません。

(注) サービス名は商標又は登録商標です。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期会計期間末における資産の残高は、1,147,615千円となり、前事業年度末に比べ464,510千円増加し

ました。これは主に、現金及び預金が349,084千円、売掛金が72,065千円、有形固定資産が13,953千円、敷金が

18,150千円増加したことによります。

(負債)

　当第３四半期会計期間末における負債の残高は、520,788千円となり、前事業年度末に比べ33,473千円増加しまし

た。これは主に、買掛金が32,822千円、未払金が6,254千円、預り金が9,768千円増加し、未払法人税等が18,437千

円、未払消費税等が1,604千円減少したことによります。

(純資産)

　当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、626,826千円となり、前事業年度末に比べ431,036千円増加し

ました。これは増資等により資本金及び資本準備金がそれぞれ174,555千円、利益剰余金が81,925千円増加したこと

によります。

　なお、純資産の内訳は、資本金が194,555千円、資本剰余金が174,555千円、利益剰余金が257,715千円でありま

す。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間において、該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,215,600 1,215,600
東京証券取引所
（マザーズ）

完全議決権株式であり、
株主としての権利内容に
何ら限定のない当社にお
ける標準の株式でありま
す。なお、単元株式数は
100株であります。

計 1,215,600 1,215,600 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年６月30日 ― 1,215,600 ― 194,555 ― 174,555
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,156
完全議決権株式であり、株主として
の権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準の株式であります。1,215,600

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,215,600 ― ―

総株主の議決権 ― 12,156 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成30年４月１日から平成30年

６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年10月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 398,251 747,336

  売掛金 249,644 321,709

  前払費用 7,982 11,903

  繰延税金資産 7,587 3,934

  その他 176 10,155

  流動資産合計 663,642 1,095,039

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 ― 6,822

   建物附属設備 640 3,860

   工具、器具及び備品 1,716 6,304

   減価償却累計額 △1,611 △2,290

   有形固定資産合計 744 14,698

  無形固定資産   

   商標権 313 283

   ソフトウエア 1,145 889

   ソフトウエア仮勘定 ― 2,573

   無形固定資産合計 1,459 3,746

  投資その他の資産   

   出資金 50 50

   長期前払費用 9,833 9,319

   繰延税金資産 857 93

   敷金 6,518 24,668

   投資その他の資産合計 17,258 34,131

  固定資産合計 19,461 52,575

 資産合計 683,104 1,147,615
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年９月30日)
当第３四半期会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 360,480 393,302

  未払金 36,773 43,027

  未払費用 8,482 13,702

  預り金 12,005 21,774

  未払法人税等 39,912 21,474

  未払消費税等 19,930 18,326

  賞与引当金 9,729 8,855

  その他 ― 324

  流動負債合計 487,314 520,788

 負債合計 487,314 520,788

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 20,000 194,555

  資本剰余金 ― 174,555

  利益剰余金 175,790 257,715

  株主資本合計 195,790 626,826

 純資産合計 195,790 626,826

負債純資産合計 683,104 1,147,615
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 1,632,169 2,198,286

売上原価 1,315,883 1,728,798

売上総利益 316,285 469,487

販売費及び一般管理費 224,872 342,098

営業利益 91,412 127,389

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 1 1

 その他 861 337

 営業外収益合計 863 340

営業外費用   

 支払利息 367 ―

 支払保証料 172 ―

 その他 ― 5

 営業外費用合計 540 5

経常利益 91,735 127,723

税引前四半期純利益 91,735 127,723

法人税、住民税及び事業税 32,746 41,381

法人税等調整額 △1,267 4,417

法人税等合計 31,478 45,798

四半期純利益 60,256 81,925
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年６月30日)

減価償却費 468千円 1,604千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日)

１ 配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年６月30日)

１ 配当金支払額

該当事項はありません。

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成29年12月19日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、平成29年12月18

日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式発行170,000株により、資本

金及び資本準備金がそれぞれ143,888千円増加しております。また、第３四半期累計期間において、新株予約権の権

利行使による新株式発行20,000株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ9,000千円増加しております。また、平

成30年１月16日を払込期日とする第三者割当増資（オーバーアロットメント方式による募集）による新株式発行

25,600株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ21,667千円増加しております。

これらの結果、当第３四半期会計期間末において、資本金194,555千円、資本剰余金174,555千円となっておりま

す。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、プロフェッショナル人材向けサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日)

(１) １株当たり四半期純利益金額 60円26銭 71円24銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 60,256 81,925

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 60,256 81,925

普通株式の期中平均株式数(株) 1,000,000 1,149,999

(２) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 63円95銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) ― 131,180

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)１．当社は、平成29年11月２日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。

２．当社は、平成29年12月19日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、当第３四半期累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当第３四半期会計期間末までの平均株価を期中平

均株価とみなして算定しております。

３．前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高はあり

ますが、前事業年度においては、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載し

ておりません。

 
(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月14日

株式会社みらいワークス

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴　　木　　一　　宏 ㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 井　　尾　　　　　稔 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社みらい

ワークスの平成29年10月１日から平成30年９月30日までの第７期事業年度の第３四半期会計期間(平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年10月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社みらいワークスの平成30年６月30日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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